




































域が，従前の A数と計算， B量と測定， C図
形， D数量関係から， 1年から3年は， A数と計
算， B図形， C測定， Dデータの活用， 4年か
＊岡山市立津島小学校教諭

































































































































































































































































































































































































































































































































c r +3Jは「次に3匹乗りました。 J，「＋2Jは
「その次Iこ2匹乗りました。 Jです。（賛成多数）













I 2口の計算と3吋算を統合する。 I 
T 「5+3Jのような式と今日みんなが見つけた




























T 4枚目に，「またまた， 4匹乗りました。 Jとなる
とどんな，式になると思う？
c 「5+2+3+4Jになる。
T その式になるわけが言える？
c 5+2+3+4の式のお話をすればいい。そ
の式は，「始めにねずみが5匹います。次に2
匹乗りました。その次に， 3匹乗りました。また
また， 4匹乗りました。 jになるから，お話とぴっ
たり合うからです。
（賛成多数）
T 手の動きが3回こう（左から右へ手を動か
す），動いてくるから「5+2+3+4」といって
いいです。
（賛成多数）
T すごい。お話通りにしたり，ブロックの手の動
きを考えたりしたら，こんなたくさん「＋」がつく
んだね。このお話にまだ，続きがあります。「ま
た，また，また，次に1匹乗りました。 Jどんな式
になるかな？
c 先生，簡単すぎる。
T 隣の人と言い合ってみましょう。理由も言え
る人は言ってみてね。
（隣の人と言い合う。）
c 「5+3+2+4+1Jです。この式をお話にす
ると，式とお話が同じになるからです。
（賛成全員）
c 手の動きも4回手がパッチンします。
(4回右手を動かして，左手と右手をぶつける。）
叫上の吋すよ掛得枕 ~ 
T 今までと違って，こんなに「＋」がたくさんつ
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いている式になったけど，こんな式にしてどん
ないいことがあるか分かる？隣の人と一緒に
考えてみましょう。
c お話がはっきりします。
T どうし、うこと？
c さっきの「5+3=8 8+2=10」のときは，
お話がはっきりしなくて，友達のを聞いても
すっきりしなかったけど，『5+3+2=10Jの
方はお話が同じになって，すっきりします。
c 式とお話が同じになるのがいいところです。
T 式とお話がぴったりと同じになって，すっきり
するところがいし、ところなんだね。
8省察
「式のよみ」を根拠にして考え，話し合わせる
ことで，約3分の1の児童が2つの式で考えてい
たが，既習の2つの式では式に合わないことが
容易に理解できていた。そして，「式のよみ」から
考えると3口の計算の式にしてよいことも児童に
とって素直に理解できていた。その結果， 3口の
計算の式にするよさについても「お話（問題）と式
が一緒になる」といったよさを感じることができて
いた。また， 4口や5口の計算の式になる場面に
発展させていったが，おはなしはどんどん続くこ
ともあることから4口や5口の計算の式になっても
よいと考えたり，「式のよみ」から4口や5口の計
算の式になる理由を説明をすることができたりし
ていた。
2・3時目も同じように「数図ブ‘ロックの操作」と
「式のよみJから「3口の計算の式表示Jを説明す
る活動に取り組んだ。 1時自の授業を生かしなが
ら児童はひき算のみやたし算とひき算が混じり
合った3日以上の計算の式の意味や3口以上の
計算の式表示をするよさをサイクリック的に学ん
でいくことで，意味理解とよさについて深めること
ができていた。
これらのことから， 3口の計算の意味理解に
「式のよみJを授業の軸として構成する授業デザ
インは有効であると考えられる。
しかし，単元が同じような授業デザインの繰り
返しになるため， 3時目が若干くどいように感じる
ことは否めなかった。意味理解を深めてし、くため
にこれは住方がないことなのか，それとも，違う
授業デザインがあるのかについては今後改めて
探ってb、きたい。
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